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Abstract

  There are a Iot of computer systems which interpret or understand natural langua－

ge． Most of theln are besed on the verb－centered case theory， and considerably suc－

cessful in some restricted fields． In general， such restriction of fields brings decrease

in syntactic alld semantic complexities which are roughly proportional to the number of

verbs used in the selected field． This has often resulted in ad hoc mixture of syntactic

and seman，tic processings in the conventional systems． However， in order to construct

some general and expalldable system， such mix｛ure should be avoided．

  The authors have recently constructed an exper三mental understanding system llalned

IMAGES－1（Interlingual understanding Model Aiming at GEneral purpose System－1）．

This system interprets sentences in an interlanguage which can realize still deeper

semantic structures than the case theory， and moreover its syntactic and semantic

processors are independent of each other． The syntactic processor transforms surface

structures into surface dependency structures and transfers them to the semantic pro－

cessor where semantic structures are generated from them alld semantic anomalies，

ambigllities and paraphrase relations are detected． This paper discusses the general

performan6es of IMAGES－I and gives especially the details of its syntactic processing．

1．緒 言

 人間の言語処理機構に相当するものを計算機上で実

現しようとする試みが，ここ10数年，人工知能研究

の主要な一分野として活発に行われてきている．そし

て，かなりの数の言語理解システムが作製されてい

る．ところで，そのようなシステムのほとんどが，文

の構文解析処理は余り重視しておらず，いかに容易

に表層構造から目標とする意味構造を得るかという意

味中心でしかも手続依存の処理を行なっている．この

ような方式は仕事や話題を限ればかなり強力である

がユ｝2｝，人間が未知の事柄を文の形で学習する際，頼り
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になるのは文法だけであるというような事実3）を考慮

すると一般性や拡張性に難があると言える．従って種

々の言語への適用可能性も含めて，一般的で拡張性の

ある方式になるためには，構文処理と意味処理を十分

な程度独立させ，しかも手続中心から辞書中心にする

必要がある．今回筆者らが試作した自然言語理解シ

ステム IMAGES－1（Interlingual understanding

Model Aiming at GEneral purpose System－1）6）

はこのような思想に基づいて設計されている．

 Fig．1はIMAGES－1の概念図である．この図に

示すようにこのシステムでは，構文処理部および意味

処理部が完全に分離しており，互いに独立に機能しう

る．これは，本システムに採用されている意味表現が

完全にlanguage－freeであるという特徴による4）．

そしてこれらの各処理部は辞書の内容を変更すること
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  Fig，1 Collfiguration of IMAGES－1．

により，更に複雑な処理や異った言語の処理が可能に

なるように配慮されている5）．本論文ではIMAGES－1

の構文処理部について述べる．

 2．IMAGES－1の基本的機能4）6）

 IMAGES－1は，まず入力された自然語文（今回は

英文）を構文処理部（SY）において構文辞書（SYD）

を参照することにより表層依存構造に変換する．そし

てつぎの意味構造生成部（SG）で表層依存構造は意

味辞書（SED）に登録されている各単語の概念結合操

作手続に従って意味構造に変換される．最：後に意味解

析部（SE）においてSEDの各単語の概念部を参照

することにより意味解析を行い，有意味な意味構造を

出力する．以上の処理過程においてSYでは構文的に

異常なもの，SGでは意味構造の生成が不可能なも

の，SEでは無意味な意味構造がそれぞれ注釈つきで

棄却される．また本システムでは各過程で生じた曖昧

さ（多義）は全て次の過程に渡される．

 本来，自然言語理解システム（最終的なIMAGES

の目標）はFig．2に示すように入力文字列の真偽判

定まで行わねばならないが，IMAGES－1の機能は基

本的には意味解釈レベルである．真偽判定を行うため

には，推論機構や膨大な言語的・非言語的知識を用意

 3．構文処理部の構成

 Fig．1に示したIMAGES－1の構文処理部を更に

詳しく図示したものがFig．3である．ここではその

各処理過程について説明する．

（Engli8h 8entence8）

Div⊥8i。n inし。 w。rd8

@       （恥）

Word Dictiona
@    （WDC）

A8signme駄t of part－of－
Wpeech ＆ Co：Llocaしion

垂秩Bcessing（PC）

Collocation
cictionary
@  （CDC）

，

Proce88ing． of interrogative
＆impeτative 8ent帥6e8（Qエ）

Phra8e pτoce88ing
 （PH）

1眈er－phra8e proce6sing
    I

Inter－phra8e－dependency辱
r1」1e Dictionary（APD）

           （1itera18tring8）
             〈
        8ynt＝actic interpretaしion
       ． ／     ＼
       （gra㎜otica1） （ロngτa㎜tlca1）
         〈     8emantic inしeτpretati。n
     ／     ＼
   （買1eaningfu1）      （臨eaninglea8）

    〈
  unders仁anding
（、緬  （～h8e）

 Fig．2 Hierarchy of natural language
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 Fig．3 Syntactic processor of IMAGES－1．

 3．1 品詞割り当ておよび熟語処理

 IMAGES－1に入力可能な文の種類は感嘆文を除い

た能動態の平叙文，疑問文，命令文であり，Fig・3

のWDで単語に分割され， P CにおいてTable 2に

示す単語辞書（WDC）により，それらの単語に品詞

（Table 1）が割り当てられる．その際，熟語可能性情

報の欄が“1”であるものは更にTable 3の熟語辞書

（CDC）が参照され入力文中に熟語があれば，まとめ

られた全体に一つの品詞が割り当てられる．

 品詞割り当てでは多品詞語による多義があり熟語処

理では熟語である場合（例1）とそうでない場合（例

2）があるのが普通である．

（例1）Itook him for his father

L工       （VB）
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     took for

ヅw＼蹴轡）
2）1 took notes for him

Dep 1 Dep 2

 例1の“took…for”は熟語であり，一つの動詞

とされ必須的依存パターン（VDPと略記）， DP－4

（Table 7）が割り当てられるべきで，例2では“took”

だけがDP－1の動詞とされるべきである．

    Table l List of part of speech．

Part：of sI）eech Sylhbo1 Word
Noun ㎜ stick，fishing
Pronoun P蔚 yOu，who
Adj ective AJ silent，whose
Adverb AD quickly，when
Preposition PR with，from
Conj unction CJ after，than
Auxiliary verb AV can，do
Negative NT notgnever
Verb VB 90，tower

Table 2 Structure of Word Dictionary

      （syntactic part）．＊

に示す手順で平叙文の文型に変換する7》．この処理に

おいて助動詞doを用いない疑問文（例3，例4）で

は多義が生じる場合がある．

（例3）」

ｿin thls「oom P
（例4）ｿtobe sold
      here P

 また疑問詞を含む疑問文の場合には後の依存構造処

理段階において疑問詞語群を倒置構文に対するのと同

様な手法で文の未充足語群に相当するもの（Fig．4の

“what you do make？”ではwhatは動詞make

の目的格語群である）として認識することが必要であ

る．

 命令文は通常，動詞が文頭に来て，“you”が省略さ

れていると考えられるので先頭にシステム自身を指示

する“you”を補う．

         重事ミlillil：i：：｝

18 the firs七 w◎rd

abe－verb ？
yes

OAJ！

ONU！

ONU！OVB（1，8，）！

OPR！OTO！

OAD！

OAJ！OCJ！OPN！
1VB（1D2g）！

no

TALL
MAN
MOVE
TO
THERE
THAT
TAKE

工s ■セan auxiljLary verb

or an皿ヒerroqatユve？

ye8

Shift the aux． buセnα＝

the interr． next 七〇sα爬
foユ1σwinq verb，tQ－inf．

or negaヒive．

Shift it nextL

tσ 5αng fo11◎wi㎎

n◎u眞orP「α㎜。

歯The st：ructure of each item is represented
as H｛αQ［（｛N，｝）】／｝， where H，α，Q，N，［】，。nd

｛｝鳳ea・resp・Ctiv・1y・nt・y w・rd，・。11。ca－

tion infor！泣ation，part of speech，the number
of VDP，option， aud repetition．

Table 3 Structure of Collocation Dictiona－
      ry （syntactiC part）．＊

Re3ec仁上on

騰 1：1：lli ｝：i：レ∴，〕

         PIU7ase P聯e55ing

Fig．4 Transformation of interrogative
     sentences into declaractive ones．

BELONG TO
COME BACK
GO BACKl

TAKE FOR

2VB（1，）！

2VB（8，）！

2VB（8，）！

2VB（1，）！

★The s tructure is the same as that of Table 2

but αmeans the・number of the words within
the collocation．

 3．2 疑問文および命令文の処理

入力文が疑問文であるか否かは，文末に“P”があ

るか否かで判定できる．疑問文である場合はFig．4

 3．3 語群処理

 入力された単語列は語群形成規則によって分割さ

れ，更：に語群内依存規則によって，語群内における単

語間のgovernorとdependantが決定される．

 3．3．1語群形成

 語群形成規則は文脈自由な書き換え規則であって，

本実験システムではTable 4に示すものを用いた．

丸括弧はその品詞をもつ単語の存在の任意性を，＊は

個数の任意性を表わす．入力文の単語列は先頭．から順

に語群にまとめられていく．また，これらの規則は上

から下に優先順位が付けられており，語群形成時にお
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ける例5のような多義8）は生じないようになってい

る．

 （｛列5） young ladiee

     （AJGP）（NUGP）……語群系列1

       （NUGP）………語群系列2

Table 4 List of phrase formation rules．

Phra8e Sy皿bo1 Rule
Noun phra8e NUGP （AD）朴（AJ）粁NU

Noun phrase N口GP PN
Prep・phrase PRGP PR＋（AD）禽＋（AJ）★＋NU

Prep． phrase PRGP PRナPN

Adj． phrase AJGP （AD）粋AJ

Adv． phrase ADGP （AD）★＋AD

Verb phrase VBGP （AV）＋（NT）＋VB

To－inf． phra8e T工GP （NT）＋TO＋VB

Conj・phrase CJGP CJ

 3．3．2 語群内依存構造形成

 語群内依存規則は任意的なものと必須的なものより

成る．必須的依存規則とはTab】e 4に示すような各

語群単位が意味的に最低限充足するために必ず存在し

なけれぼならない依存関係を規定したものである．本

実験で用いた語群内依存規則をTable 5に示す．こ

の表で…ウは任意，…レは必須を表わし，位置として

の左辺，右辺には意味がない．また，dependantと

governorが同一品詞である依存規則（ここでは副詞

のときだけ）が適用される場合は両者が隣接している

場合だけとしている．その他の依存規則は，隣接して

いる必要はない．このため依存規則の適用に関して左

から右に優先順位を低くしている．

Table 5 ：LiSt of intra－phrase dependency

    rules．

Phra3e Rule

NUGP AD一一一うAD， AD一一一りAJ， AJ一一一りNU

PRGP AD一一一レAD， AD喚一一ンAJ， AJ。一→レNU， Nロー→レPR

AJGP AD一一→レAD， AD一一一＞AJ

ADGP AD一一一ンAD
丁工GP NT一一一ンTO， VB。一うTO

VBGP AV卿一→＞VB NT。一ウVB

 ところで依存関係が概念的結合関係と完全に一致し

なければならないという立場では，本稿に示すもので

は不十分である．たとえば例6の副詞間の依存関係は

概念的結合関係を表わしているとは考えられない．こ

ういう立場では個々の単語の意味を考慮したかなり複

雑な規則を設定する必要がある．R． C． Schankらの

概念依存構造（conceptual dependency）2）は，表層

構造からの変換アルゴリズムを明確にしてはいないが

このような立場のものである．すなわちζの問題は例

7のように，できるだけ簡便に文の持つ概念情報を表

層に近いレベルで把握しようとする方法論での限界を

示していると考えられる．

 （例6）Islept here very early yesterday．

 （例7），Imade himgo．

 これに対してIMAGES－1では依存構造は更に深い

レベルの特定の言語に依存しない概念構造に変換する

ための一つの過程でしかないので，大すじで概念結合

関係と一致しておれば十分である．というのは筆者ら

の依存構造から概念構造を生成する方法は単語意味辞

書の結合操作部4）に手続きとして記述してあるためか

なり自由な概念結合操作を行わせることができるから

である．したがって依存規則は簡単に品詞情報だけで

構成できるようにしている．

 3．4語群山処理

 文全体の意味を捉えるためには動詞を中心に意味解

釈が進められる．文中に出現している動詞語群はそれ

ぞれ，ある範囲内の他品詞語群を支配（govern）し

ている．この支配範囲をブロックと呼ぶ8）．語群にま

とめられた入力文は，ブロックに分割され，そのブロ

ック内で依存構造が生成される．

 3．4．1ブロック分割8）

 語群系列は以下の手順でブロックに分割される．

 1）接続詞語群（コンマを含む）は，その前後がブ

ロックの境界となり，語群自身でブロックを構成す

る．

 （例8）…〃，〃……〃and〃…

 2）関係詞語群，疑問詞語群，that節のthatは

その直前がブロックの境界となり，自らは後続のブロ

ックに含まれる．

 （例9）Ithink〃that she is i11．

 （例10）The picture〃for which…

 （例11）This is〃what I wanted．

 3）1），2）を適用してなお1ブロックに2個の動

詞語群を含む場合は，後の動詞語群の直前がブロック

の境界となる．これは原形不定詞，TO不定詞，分詞

などが存在する場合である．

 （例12）Imade him〃sing a song．

 ，（例13）She likes〃Playing the piano・

 このブロック分割法では，関係詞やthat節の
that等が省略されている文に関しては，（例14）に示
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すような不都合が生じる．正しくは破線の方である

が，この方法では実線の部分で分割される．この問題

への対処のし方は3．5で述べる．

 （例14）This is the book／1〃1ike best．

 3．4．2語群対生成

 語群間任意依存規則を適用するために，ブロック内

の語群で対を作り出す7）．これは依存規則を辞書形式

で登録し，それを適用するための前処理としては有効

である．その手続きおよび例は以下のようである．

 1）動詞語群はすべての語群と対を作る（例15にお

ける一）．

 2）動詞語群が関係していない場合は，隣接する2

語群が対を作る（例15の「1）．

（例15）T。扁h瓢琳
           「     I     l     l
           よコ        しロロ ヨ

 実際，動詞語群が関係しない場合，他の語群を飛び

越して依存するものは見当らないようである．またそ

れを考慮すると依存関係の交差を調べなければならな

いため処理が複雑化する．

 3．4．3 語群間任意依存関係

 語群間任意依存関係とは，ブロック内の動詞等が必

須的に要求する依存関係（3．5参照）とは独立に形成

される一般的な依存関係である．本実験ではTable 6

に示す文脈自由な規則を用いた．規則の左辺，右辺に

は意味があり，その順になっている時のみ，その規則

が適用される．なおDR－5， DR－6はブロックを越え

て依存構造を形成するものである．

 これらの規則を適用すれば，（例16）の場合等で

D1， D2のような曖昧さを生じる．

  （例16）Tom apProaches Jim with a gun・

Table 6

『≡三丁          D2

List of inter－phrase dependency
rules．

Symbol Rule

DR－1 NUGP→VBGP
DR繭2 VBGP←PRGP
DR－3 NUGP←PRGP
DR－4 VBGP←ADG：P
DR－5 NUG：P←NUGP禽
DR－6 VBG：P←ADGP★喪
罰r：relative pronoun

★嚢relative adverb

    ぐ一：必須依存関係（3．5参照）

    ←一：任意依存関係

 また，これらの規則の中には含まれていないが，例

17のように前置詞語群がブロックの先頭にある場合

は後続の動詞語群に係るという文脈依存の規則も用い

ている．

 （｛列17） On Sundays they go to church．

 3．5 語群間必i須依存関係

 前置詞語群内における前置詞とそれの目的語である

名詞語群との関係のように，ブロック単位として意味

的に最低限度充足するために語群間においても必須的

な依存関係が存在する．この場合，例18，19，20のよ

うに動詞，形容詞，名詞がgovernorとなって必須

的な依存構造を構成する．

（例18）モ薯
（例19）（M・k・him）讐璽’

  （例20）（His）anxiety for money…

 このような依存関係には特定のパターンがあり，動

詞に関してはTable 7に示す37個を抽出している．

これらのパターンでは例7で説明したように個々の要

素の依存関係よりも構成要素の配列順序により，まと

まった意味が伝達されると考える方が自然である．一

般に格構造により意味解釈・理解を行う場合，無限個

存在する可能性のある格要素9）から適切な名称を与え

ながら有限個の必須要素を抽出する必要が生じてく

る．その際，言語外の客観的対象に言及しながら抽出

を行う場合1）10）を除いてはその作業は研究者の主観に

Table 7 List of inter印phrase obligatory
    dependency patterns concerning
    English verbs．＊

言；：1慧呂き；‡と1：；1膿．。、GP    言；：髪認1；：懸‡器＋T“職

£；：1器‡器朧1開国審    言；：ll認：器畿1艦N

ε；：3醤：雛：器＋NUGP    εε：藍二器‡器器ζ帽HCN

；；；；；；；；；i；；；：羅ll 職敵牒羅i｝

il三il lllillili三臨    は 冊縷il｝

lllii罷ii脳lll；：1：温1．、、。1＿ 2  ＋［坤 、lill｝

障垢 酬坤 o羅｝聡｝闘1田＋ ｛ilil｝
§…≡…ii ii§ii……碁≡i………彗§§…三§馨書            DP『34  l lt】÷VEGP＋｛≡畢§…｝＋｛§崖iii｝

  ロユむ ゆ じ キソロ にキ  ロぷ                  ロヨら  りむ ナソ   を を お

DP’21@NUGP＋VBGP ﾃ1｝   1；＝1写撫癬継。】＋GRDN

★TIFN：To層⊥nfini仁ive nexu8， 丁聴TN＝Thaじ一clauseg GRDN：Gerund ロexu8 g BIF評＝Baτe働

infinit工ve nexu3， PTPN：PaSt－P8τ

NUNN；Noun clause， LSTト卍＝Lest－cla

gative－tOpinfinit工ve．

1e τ爬xu8曾 PRP四；Presen仁一partlcle nexu6，

，WHCN；工nヒ2rrogative cユause， WHT層ほn仁erro一
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頼らざるを得ず，非常に曖昧であった．これに対して

筆者らの方法4）は，表層依存構造からその意味構造で

ある中間言語表現に変換するときの手続きがgover－

110rに特有のものであれば必須的依存関係， gover－

norによらず一般的なものであれば任意的依存関係

とする必然性のあるもので，その抽出過程は明確に理

由づけることができる．

 3．5．1語群間必須依存規則の適用

 文の骨格的意味構造を決定するのは動詞であり，そ

の必須的依存構造パターン（以下，必須パターンと略

す）が構文的に最も重要である．個々の動詞は一般に

複数個の必須パターンを持ち，使用された議論世界

（universe of discourse）1こおけるその動詞の意味

とほぼ一対一に対応する（この場合の意味とは概念部

および結合操作部4）のことである）．このため，入力

文中に使われた動詞がどの必須パターンに属するもの

かが正しく選択されなければ満足な意味処理は期待で

きない．実際動詞の意味辞書は，必須パターンに応じ

て結合操作部が異なり，場合によっては概念部さえ異

なることもある．例えば，“make”は必須パターンが

DP－1のときは“製造”の意であり， DP－17のときは

単なる“使役”の意になる．

 処理手続を動詞“move”を例に挙げて説明する．

“move” ﾉは他動詞と自動詞があり，それぞれ

DP－1， DP－8の必須依存構造になる．次の例文では，

例21が他動詞，例22が自動詞の場合である．なお矢

印（→）は3．4での結果を示している．

 （例21）亜L moved the・chair to the fire・

                   （PRGP）             （NUGP）    （NUGP）（VBGP）

     L一一二」
 （例22）The earth moves round the sun．

     （N凹B凹GP）
 例21，例22が入力されると†，共にDP－1， DP－8

の構造を持つものとして試される．

 1）DP－1が選択された場合の結果

   例21……必須語群充足

   例22……動詞語群後方の名詞語群が未充足

 例22はブロックが一つなので，充足すべき名詞語

群は見つからず，パターン選択が誤りであるζとがわ

†例21に関しては，実際にはここまでの段階で下の

  ような依存構造もできている．

  He moved the chair to the fire．
  一［＝コー’一7［＝二＝「一一

かり棄却される．一方，例21は必須語群が全て充足

されているので，結果として次のような依存構造が生

じる，

（例21’） He moved the chair to the五re・

 その場合，任意依存構造のうちで必須パターンに含

まれるものはこの例のHe movedのように必須

依存構造に変換される．

 2）DP－8が選択された場合の結果

   例21，例22……共に必須語群を充足している

 但しこの場合処理結果はそれぞ 次のようになる．

 （例21”） He moved the chair to thefire

 （例22’） The earth moves round the sun．

 すなわち例21に対する処理結果においては“the

chair”が孤立してしまい， governorを持たなくな

る．これは動詞以外は（ブロックが2個以上あるとき

は動詞も）96vernorを持つという重要な規則に違反

するのでこれも棄却される．一方，例22に対する処

理結果は未充足語群も孤立語群もないのでDP－8の

選択が適切であったことがわかる．

 3．5．2未充足語群情報を用いたブロック結合

 文中に出現する個々の動詞は，必心的に結合する語

群をもっているが，関係詞払込によって分断される

と，必須語群が未充足の状態となる，以下，次の例文

を用いて，その処理方法を説明する．

  （例23）The man〃who made Tom〃go〃

     一一一＝＝「一
     came back to En Iand．

 プロツク分割，任意依存構造生成，ブロック内での

必須依存構造生成の結果は上記例文中に示しているよ

うになる・“make”は必須パターンDP－1，17，“go”

と“come”はDP－8の構造をもつので，その取り得

る組合わせはTable 8のようになる．

 Table 8 Block information of Example 22．

Case I CaseNO． Block
Mi8gin VDP Missin VDP

The man
翌??made Tom
№盾

ame back to 

@England�

UGP（一1）N

tGP（一1）�

188�

UGP（一1）N

tGP（一1）�

01
V 

W 

W

1ブロックは述語を含まない名詞語群なので，ど

必須パターンとも照合されず，パターン番号は0と

，未充足語群情報は言及されない．また未充足語群
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の欄において括弧内の数は，動詞語群との相対的位置

を表わし，Xg（一のは動詞語群から前（左）方へ順に

（X8だけを）数えてπ番目， X8（のは逆に後（右）方

η番目の澱なる語群が未充足であることを示してい

る．以下はこれらの情報を用いたブロック結合の処理

手順である．

 （Step 1）文の先頭から順に未充足語群X8（用）を

  を持つブロックを探す．

 （Step 2）他のブロックから未充足語群Xg＠）を

  満足する語群（初＜0なら前方，7π＞0なら後方）

  を探索し結合する．その際，充足された未充足語

  群情報2rg（彫）を削除する．

 （Step 3）以上（Step 1），（Step 2）の手続を未

  充足語群が全て満足されるか，それらを満す語群

  が存在しなくなるまで続ける（未充足語群が全て

  満たされるときにだけブロック結合が成功したこ

  とになる），

 但し以上の手続において，TO不定詞語群や分詞語

群がブロック内にある場合は，前方の名詞語群は未充

足語群に含めない．原形不定詞語群の場合は，それが

単なる動詞語群であるかどうか判明しにくいので，一

応，前方の名詞語群は未充足語群に含めるが，原形不

定詞を要求しているブロックがあれば，そのブロック

と結合される．また依存関係が交差した場合は当該語

群対を棄却し，新たな対を探す．

 例23に対する処理を具体的に述べると以下のよう

になる．

 ［1］Case Iの場合

 i） （Step 1）の結果

  第3ブロックで動詞語群より前方の名詞語群が未

  充足であることがわかる．

 ii）（Step 2）の結果

   The man〃who made Tom〃go〃

   came back to England．

 iii） （Step 1）の結果

  第4ブロックが未充足語群をもつ最後のブロック

  である．

 iv） （Step 2）の結果

  第1ブロックの名詞語群は既にgovernorを持

  っているので第4ブロックと結合するブロックは

  見つからない．従って必須パターンの選択が正し

  くなかったと判定される．

［1］Case Iの場合

i） （Step 1）の結果

 第2ブロックで原形動詞語群が未充足であること

 が分る．

ii） （Step 2）の結果

 （Step 3）以下に述べたように第2ブロックと第

 3ブロックとが結合される．

The man〃who made Tom〃go〃

came back to En land．

iii） （Step 1）の結果

 第4ブロックで名詞語群が未充足である・

iv）（Step 2）の結果

 第4ブロックは名詞語群である第1ブロックと結

 合される．その結果未充足語群をもつブロックは

 なくなり，ブロック結合が完成する．

The man〃who made Tom〃。〃came back
                   L

」車輪旦・

 次に関係詞やthat節のthat等が省略された場合

を弄えてみよう．例14においてブロック内で必須依

存構造が生成された結果は次のようになる．

ユ讐響工”讐
 ここで第1ブロックは未充足語群がないが第2ブロ

ックの方は，1ikeの必須パターンを参照することによ

り，2つの名詞語群が欠落していることがわかるt

従って第1ブロックでgovernorを持たずに孤立し

ている“1”を“like”の主語（名詞語群（一1））と

して結合させブロック境界を修正するが，まだ目的語

（名詞語群（＋1））が未充足である。従って関係代名

詞thatを第2ブロックの先頭に挿入して次のものを

得る．

  This is the book〃that I like best．

  τ＝皿＝＝「一τニ工箪＝「

 最後に語群間任意依存規則（Table 6）よりthat

の先行詞が求められ，次の依存構造が結果として生じ

る．

  This is the book〃that I like best。

 3．6節間依存構造の生成

 英語文はそれを構成する節の結合関係により，次の

†likeは必須パターンDP－1の構造になるので，

この場合，動詞の前方と後方の名詞語群（主語と

目的語のこと）が未充足である．



一104一 総合理工学研究科報告  第2巻 第2号 昭和56年

ように分類される11）．

  1）単文（Simple sentence）

  2）重文（Compound sentence）

  3）複文（Complex sentence）

  4）下文（Mixed sentence）

 ここで問題にすべきものは2）～4）であるが，4）は

2），3）の複合であると考えられるので除外する．

 重文とは，2つ以上の等位節（独立節）を含む文の

ことである．これらの節をつなぐものは等位接続詞で

あるが，継続的用法の関係代名詞，関係副詞も等位接

続詞の機能をもつと考えてよい．また複文とは従属節

を含んでいる文のことで，主節と従属節をつなぐ役割

を果たすものは従属接続詞と呼ばれる．that節の

that，制限的用法の関係詞はそれぞれ，名詞節，形容

詞節を作る従属接続詞と考えられる11）．しかしなが

ら，等位接続詞とか従属接続詞とかいう区別は形式上

め分類であって，論理的意味とは無関係のことが多

い12）．このことは次の2つの例より明白である．

 （例24）

  Hurry up or you will be late for schoo1．

 ＝lf you do not hurry，ンou will be late for

  school．

 （例25）

  Move an inch， and you will be dead，

 ＝If you move an inch， you will be dead．

 すなわち，これらの例において，意味的には左辺の

等位接続詞or， andは右辺の従属接続詞によって書

き換えが可能である．従ってここではこれらを区別す

ることなく接続詞として扱い，2つの節を支配すると

し以下のように依存構造を表示する．

（例26）

      一
The man〃who carries the box〃

moves to the city．

 3．7 多品詞語処理

 単語ごとの“品詞割当て”処理では各単語にはその

取りうる品詞の全てが割り付けられる．従って多品詞

語が多い英語の場合，一つの入力文に対してこの処理

で与えられる品詞の組合わせ（品詞系列と呼ぶ）の数

はかなり大きなものになりうる．しかしながら文法的

に正しい組合わせはその内の極少数であり文法的に正

しくないものは語群形成または依存構造生成時に棄却

される．例27における“to”の品詞に関する多義は

語群形成過程において，語群形成規則（Table 4）を

参照することにより解消することができる．

 （例27）…to the big city．

     ｛盤｝・（AJ）×（AJ）・（NU）

 また例28における“rose”は動詞と名詞の2っの

品詞を持っている．この例の場合，2つの品詞系列と

も語群形成規則には違反していないので語群形成時に

おいてはその曖昧さは解消できない．しかしながら次

段の依存構造生成過程で，roseを名詞とした場合は

語群間任意依存規則（Table 6）に違反し依存構造が

生成できないとして棄却される．

 （例28）The man often rose from the bed．

（NUGP）（ADGP） o1浮輪｝（PRGP）

4．結 論

 自然言語理解システムIMAGES－1の構文処理部に

ついて述べた．従来，自然語文の意味表現は大部分が

深層格を用いる深層依存構造（deep case depend－

ency）に基づいているため，依存構造そのものが単

語のもつ概念間の関係を直接反影している必要があ

り，かなり個々の単語の意味に影響を受けた余り体系

的でない格の抽出や構文情報と意味情報が混然一体

となった変形操作が必要であった．これに対して，

IMAGES－1の構文処理部が出力する表層依存構造は

あくまでも自然語文のもつ意味の第一次近似であり，

次の意味構造生成過程において，体系的に意味構造に

変換されるまでの過渡的存在である．従って，この構

文処理部で使用している規則やそれを構成している基

本概念は全て単語のもつ文法的性質や機能にだけ基づ

いたものであり，従来のものよりかなり単純なものに

なっている．またこのことにより構文処理部と意味処

理部13）は完全に分離され，改変や異種言語処理への

適用が容易である．なお，プログラムの大きさは

IMAGES－1全体が260 KB，構文処理部は195 K：Bで

、あった．計算機は本学大型計算機センターのFA－

coM－M 200，プログラム言語はP：L IIを使用した．

構文処理部の入出力結果例は付録を参照されたい．

 本研究の一部は昭和54年度文部省科学研究費（奨

励研究（A））によった．
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 Fig。5はIMAGES－1の構文処理部に関する入出

力結果例である．例29の英語文入力に対して，語群

処理，依存構造処理が施され“RESULT OF DE－

PENDENCY STRUCTURE GENERATION”以下
に示す依存構造が出力される．RELDEP（1）， RE－

LDEP（2）はそれぞれ例29におけるD1， D 2と対

応している．

（例29）Tom follows Jim with a big red

stick．

D2

D1

Fig．5 Example of syntactic processing of

    IMAGES－1．
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＋》PRGPhQ！ 1書
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♪PRGP工＝＠／ ●3

RELDEP‘1⊃鴎。＜1肝OMINU1 》闘口GP130 《｛FOLLQWSIVB1 》VBGPユ3国UGP1、＝PRGP1禽2N口GP2も く

⊂JI凹⊃N口2 》NUGP23＠ 《‘W工TH，PR13NU3赫 ‘A，《」1 ‘B工G｝ハ」2 （RED｝AJ3 ｛5TICK｝NU3呂AJI十

3M2回目み」3＋ 》PRGP13＠ ！ 巳3
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∫㌧」1やε為」2＋旨AJ3十 ＞PRGP工8＠ ！ 03
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（識：鵡1撒難：：認濃；r階1譜1膿・蝿含三麟：繭，。）


